
 

2．小児近視外来               
ここ近年、世界的にも問題となっている小児の近視。日本でも、小中
学生の近視の有病率は、小学生で 36.6％、中学生で 60.6％、高校生
で 71.1％と報告されています。子どもたちの屋外活動 
の減少、読書や勉強、デジタル機器の使用などによる近見作業の増加
が組み合わさったライフスタイルの変化に起因するといわれ、社会
問題となっています。 
近視とは、遠くを見ると像がぼやけて見え、近くを見るときはピント
が合う状態のことをいいます。-0.5D 以下を近視、-6.0D 以下を強度
近視といいます。軽い近視であれば不便ではありますが、眼鏡を装用
すれば問題ありませんし、加齢とともに、近視があることで老眼の自
覚が遅いという利点もあります。 
しかし、近視が強度になり、眼の長さ（眼軸といいます）が伸びて過
伸展を起こすと、大人になってから網膜剥離や黄斑変性、緑内障など、
失明につながるリスクが高くなります。 
近視の進行を効果的に抑制するためには、近視発症早期から治療を
行うことが望ましく、特に進行が速い 10 代前半までに治療を開始し
た方がよいといわれています。 
最近の治療法として、夜寝る前に 1 回点眼することで近視の進行を
抑制する低濃度アトロピン点眼剤があります。夜寝る前に 1 回点眼
することで、投与 24 か月で近視の進行が 39％抑えられ、眼軸の伸び
が 32％抑えられるという近視進行抑制効果が確認されています。 
5 歳以上の近視のお子さんが対象になります。ご両親が強度近視の場
合は、早めの受診をお勧めします。 
 



 
 

外来日： 
毎週月・水・木・金曜日の午後 1 時 30 分～（最終受付午後 3 時） 

紹介状のある方は、予約制です。 
紹介状のない方も一度お電話をください。 

 


